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 学位審査会は平成 21 年 6 月 26 日（金）に、学内審査員４名と学外審査員として昭和女
子大大学院・田畑久夫教授を迎えて行われた。審査の結果は以下の通りである。 
 本論文は、これまで民俗学や芸能史の分野から、伝統的な農耕儀礼として多くの研究が
行われてきた大田植に関し、地理学分野から、それが実施された地域の社会構造や産業構
造との関連を中心にして分析を行ったものである。これまでの研究により、大田植の儀式
の順番や所作、音楽や舞踊の芸態は明らかになったものの、その習俗がみられる地域社会
との関連は分析されてこなかった。本論文では、近代における大田植の主催者が地域によ
って異なることに着目し、同時代における大田植は実施される地域毎の異なった社会構造
や産業構造を反映しているものであることを明らかにした。また、近代に大田植が行われ
た地域すなわち中国地方の中山間地域では、牛の飼育を中心とする畜産業の隆盛と鉄穴流
しによる鉄山業の衰退が共通的な経済的背景として存在していた。特に、畜産業は近代以
前から見られるが、近代には政府の施策を受けていっそう盛んになった。こうした背景の
下で、着飾らせた体格の良い牛を使って代掻きの技巧を競う大田植が、実施地域でもっと
も大きな経済力や同族集団の結束力をもった主催者が、地域への利益の還元、牛飼育農家
の救済、地域の社会構造の維持・強化、地域の畜産業の安定化などの目的をもって行った
ことが明らかになった。 
 したがって、本論文は、大田植が農民による豊作と農耕牛馬の安全を祈願して定期的に
 行われた古くからの農耕儀礼であるとする従来のとらえ方とは、まったく異なった大田植
の目的と意義を、実施された地域社会との関連で明らかにした点で高く評価される。 
 しかしながら、審査の過程では以下のような指摘もあった。・地域の大変革が起こった近
代での大田植の実態は明らかになったが、それ以前の実態は推測の域を出ない。・既往の研
究の整理では民俗学的研究はよく網羅されているが、地理学分野からの研究が少ない。・聞
き取り調査の精度やインフォーマント自身に関する情報について、客観性や信頼性を十分
に検討する必要がある。・地域、地域社会、社会組織、同族集団などの用語の定義を明確に
して使用する必要がある。・大田植の実施されたローカルな地域とともに、備後や安芸とい
ったより広いリージョナルな視点も必要である。・題目は地理学より文化地理学研究と限定
した方が適切である。 
 以上のように、本論文にはいくつかの課題や問題点は残るが、それらは本論文の価値を
損なうものではなく、全体としては従来の民俗学的研究にインパクトを与える論文として
高く評価される。そのため、本論文は学位論文として十分、認定できると審査員一同が一
致して判断した。 
